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�３ 新しい製品導入
企業のイノベーションを如何に図るか？ こ

の疑問詞に対して、学者・研究者はオンリー・

ワン企業になれという。こういわれて中小企業

の経営者は、納得するだろうか。誰もが、そん

なことはわざわざ指摘されるまでもなく分かっ

ているというであろう。真に知りたいのは、ど

うすればオンリー・ワン企業になれるのかとい

うことである。これに対する解答は、ほとんど

ないのが現状である。

この疑問詞に解答しようというスタンスから

行なわれた研究がある。西村哲明（財団法人中

小企業総合研究機構）の「知識創造による中小

製造業の高付加価値型戦略」がそれである。紙

幅がないので、この研究内容を詳述できない。

そこで、ほんの要点のみを述べておく。

西村は、第一に、技術レベルを細かく分類し、

第二に、金属加工業を対象として、レベルアッ

プに成功した企業が、どのようなステップで高

付加価値化を実現してきたかを分析している。

高付加価値を生み出す技術は、	１設計、	２材料、
	３加工技術、	４生産設備、	５測定・検査の５つ
に分類され、かつ、それぞれの技術をＡ～Ｅの

５段階に分類し、かつＡ～Ｅのそれぞれの中を

１～４の４段階に評価する（表１）。

こうして実際の企業行動を研究した場合、技

術のレベルアップを円滑に図るには、２段階上

を目指した改善を行なっていることが明らかに

なったという。もっとも実際に２段階レベルア

ップするには、目標値はさらに高く設定してお

く必要がある。

倒産寸前であったところから、新しい製品を

導入してよみがえった企業がある。大和工業株

式会社（本社：千葉県我孫子、資本金：１０００万

円、従業員数：６０人）は、文具ボールペンボデ
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表１ 技術評価

Ａ→Ｅ：小→大

（出所） 西村哲明「知識創造による中小製造業の高付加価値型戦略」中小企業調査研究セミナー、２００３年４月２３日より一部簡素化し
た。数値はＥ４が最も高度で、Ａ１が最も劣ることを意味する。

評価項目 現状値 目標値

	１ 設計 Ｅ１ Ｅ４

	２ 材料 Ａ１ Ａ４

	３ 加工技術 Ｃ１ Ｃ３

	４ 生産設備 Ｂ２ Ｃ１

	５ 測定・検査 Ｃ１ Ｃ４
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ィ、自動車部品、弱電関係部品用の射出成形用

金型設計・製造を専門とする会社である。親会

社はゼブラであったため、新製品開発をすれば、

親会社のルートで販売できると考え、新製品の

開発をした。

同社の高付加価値型企業への移行パターンは、

以下のとおりであった。

�４ 新しい原料や半製品の導入
大和工業が新製品開発を行なうに際して、最

も改善に力を入れた点は、材料であり、次いで

生産設備の改善であったという。この優先順位

の理由は、同社にとってはこの改善が最も容易

に行なえるとの判断からである。この意味では、

高付加価値化を進めようとする企業としては、

急速なレベルアップを図るより、自社にとって

容易なところからの改善を行ない、手堅いとい

える移行パターンをとるのが賢明であるといえる。

�５ 新しい生産手段の導入
ナシモト工業株式会社（本社：新潟県三条市、

資本金：５０００万円、従業員数：５０人）は、刃物

製品および刃物関連の産業機械・農機・事務機

部品のメーカーである。同社は、総売上高の１０％

を超える設備投資を毎年行なってきているとい

う。過剰投資とも思える。しかし、同社によれ

ば、新事業開拓や自社ブランド品の開発ができ

たのも、設備投資があったからこそだという。

本稿では、新しい製品導入、新しい原料や半

製品の導入、新しい生産手段の導入について述

べたが、これらは独立して存在するものではな

く、相互に密接な関連のあるものである。前述

した事例からは、究極的には新製品開発があり、

このための手段として新しい原料や半製品の導

入、新しい生産手段の導入がなされるといえる。

小括
本稿の執筆について具体的な事例を検討してい

るときに、文中で引用した西村哲明「知識創造に

よる中小製造業の高付加価値型戦略」（中小企業調

査研究セミナー、２００３年４月２３日）にめぐり合い、

西村氏からお話を伺う機会に恵まれた。そこで、

本稿では、シュムペーターのイノベーション概念

の５指標の分類基準の枠組みに適用させるかたち

をとりながらも、基本的に西村氏の研究を紹介し

ている。しかし、紙幅の都合上、極めて概要を紹

介するにとどまっており、読者の方には西村研究

の研究過程や内容を充分にお伝えすることができ

ず、わかりにくい部分が相当あるのではないかと

懸念する。詳細について関心がある方は、財団法

人中小企業総合研究機構研究部に照会していただ

きたい。

表２ 高付加価値化企業への移行パターン

（出所） 前掲・西村報告

表３ 大和工業の移行パターン

（出所） 前掲・西村報告
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代替技術の出現による
自社技術の低価値化 自社技術向上型 自社技術向上型 �� ��

自社技術の競争力が低
下した 協業／産学連携型 自社技術向上型 自社製品開発型 自社技術向上型

自社技術のレベルが低
い �� 協業／産学連携型 �� ��

自社保有技術数が少な
い 新技術導入型 �� 自社製品開発型 ��

個人技能を社内技術と
して共有化できない �� �� �� ��

高付加価値型企業クラス

新加工技術で加工が可能 自社製品開発の設備を保有

自社保有技術数が少ない 新技術導入型 自社製品開発型
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